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付録 A:ろう通訳者としての能
力 
内容 
このカリキュラムで使うために、『NCIEC ろう通訳能力』は Toward Effective Practice: 
Competencies of the Deaf Interpreter (NCIEC, 2010)を適応させて作成した。ここでの能力

は、盲ろう者や盲ろうコミュニティも対象としている。それぞれの能力についての文の後にある

カッコ[Mx/Ux]（編/章）は、それに当てはまる編や章を指す。 

能力 
『ろう通訳能力』には、一般的な水準以上の専門的な知識やスキルが書かれてあり、５つの分

野に分類されている。−1.0 基礎力 2.0言語、文化、コミュニケーション力 3.0 通訳利用者の

ニーズの把握 4.0 通訳実践力 5.0 専門的知識・スキルを向上する力 

1.0 基礎力 
ろう通訳者は、ろう通訳者のフォーカスグループ参加者（NCIEC, 2009a）によって詳細に語ら

れてきたような、ろう者としての独特な成育経験をもってスタートする。ろう通訳者の形成的経

験は下記のことも含む。 
1.1 今日に至るまでの、ろう、盲ろうの家族や友人、学校のろうや盲ろうの仲間、コミュニティ

内でのろうや盲ろう者たちとの関わりを通して、アメリカ手話やその他の手話、あるいは

ろう者が使う幅広いコミュニケーション手段に浸かっていること[M1,2] 

1.2 早くから家族、友人、仲間のために通訳した経験があること[M2] 

1.3 場面の把握、通訳者、さまざまなコミュニケーションスタイルについて個人的に苦労した

経験があること[M1] 

1.4 差別、抑圧、コミュニケーションや情報へのアクセスの欠如による不満、といった個人的

な経験があること[M1,3] 
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2.0 言語、文化、コミュニケーション力 
以下の言語、文化、コミュニケーション能力があるか。それらは通訳対象である通訳利用者と

の対話に不可欠なものである。 
2.1 ASL や第二言語がネイティブまたはネイティブ並みの能力。韻律、アクセント、転換

語（transition marker)、ディスコースマーカー、ターンテイキング（話者交代）を含む、

ASL や第二言語による談話の語用論的社会言語学的特質を自然に使いこなせる

[M1] 

2.2 通訳利用者の年齢、ジェンダー、人種や文化的背景、宗教、社会的経済的地位、

身体的認知的状態、教育レベルと結びつく、一定の範囲内の ASL や第二言語の

レジスター、ジャンル、バリエーションを巧みに柔軟的に使いこなせる[M1,2,3,5] 

2.3 効果的なコミュニケーションを目指して文化的な行動、価値、慣習、談話の特徴や

スタイルを認識し対応する能力[M1,2,6] 

2.4 手書き、マイム、小道具なども含め、通訳利用者に複雑な概念を伝えるため代わり

となる視覚的コミュニケーション手段を使える創造性や柔軟性[M2,3,5,6] 

2.5 一般の書類や説明書（例えば、入院申込書、同意書、求職志望書、保険、請求書）

のサイト（テキスト）トランスレーションを行うのに必要な英語の読み書き能力[M5] 

2.6 通訳利用者に関わる様々な人たちに、明確にかつ専門的に、以下の概念を効果

的に説明し話し合える能力 
2.6.1 通訳利用者のニーズを把握するプロセスと、特定の通訳や介入の手段を

使う理論的根拠[M2,3] 

2.6.2 通訳チームの役割、機能、プロセス[M6] 

2.6.3 状況によって逐次通訳、または同時通訳を選択する論理的根拠[M5] 

2.6.4 通訳者の言語処理と通訳利用者の言語制限によっては、その通訳利用者

に関わる人たちがその通訳を利用できる範囲が限られること[M2,4,5] 

3.0 通訳利用者のニーズを把握する力 
ろう通訳者は、通訳利用者に適した通訳方法やコミュニケーション方略を決めるために必要な

以下の能力を有する： 
3.1 通訳方法やコミュニケーション介入に影響を与える可能性が高い利用者の教育、認知、生理学、社会

言語学的特性及びコミュニケーションニーズを確認できる。[M3,6] 
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3.2 ろうや盲ろうの利用者の言語使用を確認し、目標言語またはコミュニケーション形式

を決定することができる（例えば、バイリンガル、モノリンガル、セミリンガル、どういう

言語に慣れているか、障害となるコミュニケーション体系、国際手話、独特の文化や

個人特有のジェスチャーまたはホームサインの使用、触手話の使用あるいは接近し

てコミュニケーションする方法）[M2,3,6] 

3.3 ろうや盲ろうの利用者にしばしば見受けられる主なギャップを確認することができ（例

えば、情報、経験、教育、視覚、プロトコル、認知、記憶、文化関連など）、確認したギ

ャップをその場のやりとりあるいは場面全体に関連付けて考えることができる。確認

した情報をもとに目標言語でのコミュニケーション方略を決め、ろうや盲ろうの利用者

の経験や言語的構造と一致させ、状況のプロトコルに合わせることができる。

[M3,5,6] 

3.4 ろうや盲ろうのコミュニティにおける抑圧の歴史と意味の理解を、通訳場面における

参加者間の力関係の分析に適用する。そうすることで、その力関係における利用者

の立場がどのように通訳上の決定や方略に影響を与えるか見極めることができる

[M2,3,4] 

4.0 通訳実践力 
対象となる全ての通訳利用者に適した、意味の通じる訳出を共同構築する際に、ろう通訳者

は、関与、分析、表出、観察、意思決定といったスキルを示すことができる： 
4.1 最も正確で意味あるコミュニケーションを実現するために、ろうや盲ろうの利用者も通

訳プロセスに関わってもらう[M5,6] 

4.2 情報を引き出し、意味を明確にするため、情報を誘出する方略を使う（例えば、促す、

探る、質問する、先述のコメントを参照する、言い換える、ろうや盲ろうの利用者のメッ

セージを通訳が理解しているか確認するなど）[M3,5,6] 

4.3 文の構造、代名詞による参照、代理の役割、出来事の報告、描写、時制の使用や空

間への参照などといった領域における表出への障害に拘わらず、暗に含まれている

意味を推測し、意味を明確にするための文脈上の方略を使う[M5,6] 

4.4 ろうや盲ろう利用者が談話に関連した情報に集中できるようにする方略（例えば、先述

の注意や質問を繰り返す、先述の議論に結びつける、注意や質問のポイントを明らか

にする）を使う[M3,5,6] 

4.5 ろうや盲ろう利用者の経験や言語の構造と一致する目標言語やコミュニケーション形

式を目指した表出方略（下記も含む） 
4.5.1 文法的な形式を相手に合わせる（例えば、時系列、空間表出、時間参照、代

名詞の参照、RS、回答範囲を狭めた質問形式、レジスターの調整）[M3,5,6] 
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4.5.2 情報の流れの操作（例えば、ペーシング（間を置く）、内容の解説）

[M5,6] 

4.5.3 4.5.3 文脈の情報を提供する（例えば、視覚的に得た情報を描写する、

話題に上がっている様々な考えを関連付ける話し合われた概念とつな

げる、付け加える、再構成、類推、例示、定義、文化的情報、状況のプ

ロトコルの説明）[M2,5,6] 

4.5.4 利用者のフィードバックをモニターし、必要な場合は代わりのコミュニケ

ーションモードや他の介入方法を決める（例えば、触手話または近づけ

てコミュニケーションする、国際手話、ろうや盲ろう利用者が好む手話に

合わせる、独特の文化や特異なジェスチャー、ホームサイン、小道具の

使用、手描き、マイム、など）[M2,3,5,6] 

4.5.5 上記を達成するため、必要に応じて、様々な関係者から詳細の情報に

関する説明をもとめる[M5,6] 

4.6 通訳利用関係者が従属的な面を示したり、刷り込まれた表現を使ったりして、言

語学的なやりとりにおいて意図された結果を表していないことに気づくことがで

きる[M4,5,6] 

4.7 通訳が効果的かどうか、いつ作業を止めて代わりの手段を使用するのがよい

かを決めるために、対話を注意して見る能力がある[M4,5,6] 

4.8 通訳者として、アドボケイト（代弁者）としての役割を確認、認識、区別し、また、

専門家とろうや盲ろう者コミュニティの間に適切に一線を引く[M4,6] 
4.9 聴通訳者とチームを組む時、以下のように協働について効果的に交渉できる能

力 
4.9.1 通訳協働作業を進め、共に意味を確かめ、明確にするための情報を集

め、チーム内での情報の流れを操作し、通訳利用者全員にとって完全

で正確な通訳を目指すために相互観察をきちんと行う[M6] 

4.9.2 定型の、あるいは複雑な通訳状況について、必要に応じて方法をどう

変えて適応するかについて、言語使用、テクニック、方略を前もってチ

ームの通訳者たちと合意する[M6] 

4.9.3 逐次通訳と同時通訳の使い分けについて、または必要に応じて同時か

ら逐次、あるいは逐次から同時に切り替える場合などについて、前もっ

てチーム通訳者たちと合意しておく[M6] 
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4.9.4 チーム内でコミュニケーションの失敗をどう切り抜けるか、簡単なチームの打ち合

わせを要請する、使用言語、テクニック、方法を変えて用いる、必要ならばプロと

してのやり方でチームのメンバーを交替する[M6] 

4.9.5 チーム作業において、想定できる力関係について認識し効果的に話し合う（例え

ば、役割、文化の相違、差別、抑圧、オーディズムについて認識する）[M6] 

4.9.6 複数のチームで通訳する時、いつ、どのように交代するかの計画を立てておく。

そうすることによって、それぞれのチームは、それまで使ってきた言語的概念を利

用しさらに発展させるができるので、交代を経ても、すべての通訳利用者が言語

学的に明確なまま保つことができる。[M6] 

5.0 専門的知識・スキルを向上する力 
ろう通訳という職業の継続的な発展と向上のために、ろう通訳者は以下の能力を有することを

示す。 
4.1 同僚、仲間、その他専門家との関わりの中で、専門職としての力を伸ばせる活動を続

ける[M1,2,3,4,5,6] 

4.2 専門的学習を行う、ろう通訳者のコミュニティに積極的に参加するようにする（例えば、

集会、ワークショップ、会議、オンライン会議）[M1,2,3,4,5,6] 

4.3 通訳、言語学、文化研究（カルチュラル・スタディーズ）、研究の最新の傾向に遅れな

いようにする[M1,2,3,4,5,6] 

4.4 広範囲にわたる様々な学術分野（例えば、医学、精神保健、法学）やろう通訳者が仕

事で関わる分野の知識を持ち続け、最新の傾向に遅れないようにする[M1,2,3,4,5,6] 

4.5 教育、通訳に関する学問を常に履修する[M1] 

参考資料 
National Consortium of Interpreter Education Centers. (2010). Toward Effective Practice:
 Competencies of the Deaf Interpreter. 
http://www.interpretereducation.org/wp-content/uploads/2011/04/DC_Final_final.pdf より

引用。 

 
National Consortium of Interpreter Education Centers. (2009a). Analysis of Deaf Interpre
ter focus group discussions conducted April-July 2007.  
http://diinstitute.org/wp-content/uploads/2010/03/DI_FocusGroups_FinalReport.pdf より

引用。 
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第
2
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  ○
 

第
2
編

 

 

第
1
編

 
    

第
1
編

 

 

3.
0 

通
訳

利
用

者
の

ニ
ー

ズ
を

把
握

す
る

力
 

3.
1 

通
訳

方
法

や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
介
入

に
影
響

を
与
え

る
可
能

性
が

高
い

利

用
者

の
教

育
、
認

知
、
生

理
学

、
社

会
言

語
学
的

特
性
及

び
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
ニ

ー
ズ

を
確
認

で
き

る
。

 

3.
2  

ろ
う

や
盲

ろ
う

の
利

用
者

の
言

語
使

用
を
確
認

し
、

目
標
言

語
ま

た
は

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
形
式

を
決

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
（例
え

ば
、
バ

イ
リ

ン
ガ

ル
、
モ

ノ
リ

ン
ガ

ル
、

セ
ミ

リ
ン

ガ
ル

、
ど

う
い

う
言

語
に
慣

れ
て

い
る

か
、
障
害

と
な

る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
体
系

、
国
際

手
話

、
独

特
の
文
化

や
個

人
特
有

の
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー

ま
た

は
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

の
使

用
、
触

手
話

の
使

用
あ

る
い

は
接
近

し
て

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
す

る
方

法
）  

3.
3 

ろ
う

や
盲

ろ
う

の
利

用
者

に
し

ば
し

ば
見
受

け
ら

れ
る
主

な
ギ
ャ

ッ
プ

を
確

認
す

る
こ

と
が

で
き

（例
え

ば
、

情
報

、
経
験

、
教

育
、
視
覚

、
プ
ロ

ト
コ

ル
、
認

知
、

記
憶

、
文
化

関
連

な
ど

）、
確
認

し
た
ギ
ャ

ッ
プ

を
そ

の
場

の
や

り
と

り
あ

る
い

は

場
面

全
体

に
関

連
付

け
て

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。
確
認

し
た

情
報

を
も

と
に

目

標
言

語
で

の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
方
略

を
決

め
、

ろ
う

や
盲

ろ
う

の
利

用
者

の
経

験
や
言

語
的
構
造

と
一
致

さ
せ

、
状
況

の
プ
ロ

ト
コ

ル
に

合
わ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
。

 

3.
4 

ろ
う

や
盲

ろ
う

の
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

に
お

け
る
抑
圧

の
歴
史

と
意
味

の
理
解

を
、

通
訳
場
面

に
お

け
る

参
加

者
間

の
力

関
係

の
分
析

に
適

用
す

る
。
そ

う
す

る
こ

と

で
、
そ

の
力

関
係

に
お

け
る

利
用

者
の
立
場

が
ど

の
よ

う
に

通
訳

上
の
決

定
や

方

略
に
影
響

を
与
え

る
か
見
極

め
る

こ
と

が
で

き
る

 

4.
0 

通
訳

実
践

力
 

4.
1  
最

も
正
確

で
意
味
あ

る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
を

実
現

す
る

た
め

に
、

ろ
う

や

盲
ろ

う
の

利
用

者
も

通
訳

プ
ロ

セ
ス

に
関

わ
っ

て
も

ら
う
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4.
0 

通
訳

実
践

力
 

4.
2 

情
報

を
引

き
出

し
、
意
味

を
明
確

に
す

る
た

め
、

情
報

を
誘
出

す
る

方

略
を
使

う
（例
え

ば
、
促

す
、
探

る
、
質
問

す
る

、
先
述

の
コ
メ

ン
ト

を
参
照

す

る
、
言

い
換
え

る
、

ろ
う

や
盲

ろ
う

の
利

用
者

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

を
通

訳
が

理
解

し
て

い
る

か
確
認

す
る

な
ど

）  

4.
3  
文

の
構
造

、
代
名
詞

に
よ

る
参
照

、
代

理
の
役
割

、
出

来
事

の
報
告

、
描

写
、

時
制

の
使

用
や
空
間

へ
の

参
照

な
ど

と
い

っ
た
領
域

に
お

け
る
表
出

へ
の

障
害

に
拘

わ
ら

ず
、
暗

に
含

ま
れ

て
い

る
意
味

を
推
測

し
、
意
味

を
明
確

に

す
る

た
め

の
文
脈

上
の

方
略

を
使

う
 

4.
4  

ろ
う

や
盲

ろ
う

利
用

者
が
談

話
に

関
連

し
た

情
報

に
集
中

で
き

る
よ

う

に
す

る
方
略

（例
え

ば
、
先
述

の
注
意

や
質
問

を
繰

り
返

す
、
先
述

の
議
論

に

結
び

つ
け

る
、
注
意

や
質
問

の
ポ

イ
ン

ト
を
明

ら
か

に
す

る
）を
使

う
 

4.
5  

ろ
う

や
盲

ろ
う

利
用

者
の
経
験

や
言

語
の
構
造

と
一
致

す
る

目
標
言

語
や

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
形
式

を
目

指
し

た
表
出

方
略

 

4.
5.

1  
文

法
的

な
形
式

を
相

手
に

合
わ
せ

る
（例
え

ば
、

時
系
列

、
空
間
表

出
、

時
間

参
照

、
代
名
詞

の
参
照

、
R

S、
回
答

範
囲

を
狭

め
た
質
問
形
式

、
レ

ジ
ス

タ
ー

の
調
整

） 

4.
5.

2  
情

報
の
流

れ
の
操
作

（例
え

ば
、
ペ

ー
シ

ン
グ

（間
を
置

く
） 、
内
容

の

解
説

） 
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○
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4.
0 

通
訳

実
践

力
 

4.
5.

3  
文
脈

の
情

報
を
提
供

す
る

（例
え

ば
、
視
覚
的

に
得

た
情

報
を
描
写

す
る

、
話
題

に
上

が
っ

て
い

る
様

々
な

考
え

を
関

連
付

け
る

話
し

合
わ

れ
た

概
念

と
つ

な
げ

る
、
付

け
加
え

る
、
再
構

成
、
類
推

、
例
示

、
定
義

、
文
化
的

情
報

、
状
況

の
プ
ロ

ト
コ

ル
の
説
明

） 

4.
5.

4  
利

用
者

の
フ

ィ
ー
ド
バ

ッ
ク

を
モ

ニ
タ

ー
し

、
必
要

な
場

合
は
代

わ
り

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
モ

ー
ド

や
他

の
介
入

方
法

を
決

め
る

（例
え

ば
、
触

手

話
ま

た
は
近
づ

け
て

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
す

る
、
国
際

手
話

、
ろ

う
や
盲

ろ
う

利
用

者
が
好
む

手
話

に
合

わ
せ

る
、
独

特
の
文
化

や
特
異

な
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
、

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

、
小
道
具

の
使

用
、

手
描

き
、

マ
イ

ム
、

な
ど

）  

4.
5.

5 
上
記

を
達

成
す

る
た

め
、
必
要

に
応

じ
て

、
様

々
な

関
係

者
か

ら
詳
細

の
情

報
に

関
す

る
説
明

を
も

と
め

る
 

4.
6 

通
訳

利
用

関
係

者
が
従
属
的

な
面

を
示

し
た

り
、
刷

り
込

ま
れ

た
表
現

を
使

っ
た

り
し

て
、
言

語
学
的

な
や

り
と

り
に

お
い

て
意
図

さ
れ

た
結
果

を
表

し
て

い
な

い
こ

と
に
気
づ

く
こ

と
が

で
き

る
 

4.
7  

通
訳

が
効
果
的

か
ど

う
か

、
い

つ
作

業
を
止

め
て
代

わ
り

の
手
段

を
使

用
す

る
の

が
よ

い
か

を
決

め
る

た
め

に
、

対
話

を
注
意

し
て
見

る
能

力
が
あ

る
 

4.
8  

通
訳

者
と

し
て

、
ア
ド
ボ
ケ

イ
ト

（代
弁

者
）と

し
て

の
役
割

を
確
認

、
認

識
、
区
別

し
、

ま
た

、
専

門
家

と
ろ

う
や
盲

ろ
う

者
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ

の
間

に
適
切

に
一
線

を
引

く
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4.
0 

通
訳

実
践

力
 

4.
9 

聴
通

訳
者

と
チ

ー
ム

を
組
む

時
、

以
下

の
よ

う
に

協
働

に
つ

い
て
効
果
的

に
交

渉
で

き
る
能

力
 

4.
9.

1 
通

訳
協
働
作

業
を
進

め
、
共

に
意
味

を
確

か
め

、
明
確

に
す

る
た

め
の

情

報
を
集

め
、
チ

ー
ム
内

で
の

情
報

の
流

れ
を
操
作

し
、

通
訳

利
用

者
全
員

に
と

っ
て

完
全

で
正
確

な
通

訳
を

目
指

す
た

め
に
相
互
観
察

を
き

ち
ん

と
行

う
 

4.
9.

2 
定
型

の
、
あ

る
い

は
複
雑

な
通

訳
状
況

に
つ

い
て

、
必
要

に
応

じ
て

方
法

を

ど
う

変
え

て
適
応

す
る

か
に

つ
い

て
、
言

語
使

用
、

テ
ク

ニ
ッ
ク

、
方
略

を
前

も
っ

て

チ
ー

ム
の

通
訳

者
た

ち
と

合
意

す
る

  

4.
9.

3 
逐
次

通
訳

と
同

時
通

訳
の
使

い
分

け
に

つ
い

て
、

ま
た

は
必
要

に
応

じ
て
同

時
か

ら
逐
次

、
あ

る
い

は
逐
次

か
ら
同

時
に
切

り
替
え

る
場

合
な

ど
に

つ
い

て
、
前

も
っ

て
チ

ー
ム

通
訳

者
た

ち
と

合
意

し
て

お
く

 

4.
9.

4 
チ

ー
ム
内

で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ

ン
の
失
敗

を
ど

う
切

り
抜

け
る

か
、
簡
単

な

チ
ー

ム
の
打

ち
合

わ
せ

を
要
請

す
る

、
使

用
言

語
、

テ
ク

ニ
ッ
ク

、
方

法
を

変
え

て

用
い

る
、
必
要

な
ら

ば
プ
ロ

と
し

て
の

や
り

方
で
チ

ー
ム

の
メ

ン
バ

ー
を
交
替

す
る

 

4.
9.

5 
チ

ー
ム
作

業
に

お
い

て
、
想

定
で

き
る

力
関

係
に

つ
い

て
認

識
し
効
果
的

に
話

し
合

う
（例
え

ば
、
役
割

、
文
化

の
相
違

、
差
別

、
抑
圧

、
オ

ー
デ

ィ
ズ

ム
に

つ
い

て
認

識
す

る
） 
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第
1
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○
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○
 

○
 

4.
0 

通
訳

実
践

力
 

4.
9.

6 
複
数

の
チ

ー
ム

で
通

訳
す

る
時

、
い

つ
、

ど
の

よ
う

に
交
代

す
る

か
の
計

画

を
立

て
て

お
く

。
そ

う
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、
そ

れ
ぞ

れ
の
チ

ー
ム

は
、
そ

れ
ま

で

使
っ

て
き

た
言

語
的
概
念

を
利

用
し

さ
ら

に
発
展

さ
せ

る
が

で
き

る
の

で
、
交
代

を
経

て
も

、
す
べ

て
の

通
訳

利
用

者
が
言

語
学
的

に
明
確

な
ま

ま
保

つ
こ

と
が

で

き
る

。
 

5.
0 

専
門

的
知

識
・
ス

キ
ル

を
向

上
す

る
力

 

5.
1 
同
僚

、
仲
間

、
そ

の
他

専
門
家

と
の

関
わ

り
の
中

で
、

専
門

職
と

し
て

の
力

を

伸
ば
せ

る
活

動
を
続

け
る

 

5.
2 

専
門
的

学
習

を
行

う
、

ろ
う

通
訳

者
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
積
極
的

に
参
加

す
る

よ
う

に
す

る
（例
え

ば
、
集

会
、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
会
議

、
オ

ン
ラ

イ
ン

会
議

） 

5.
3 

通
訳

、
言

語
学

、
文
化
研
究

（カ
ル
チ

ュ
ラ

ル
・ス

タ
デ

ィ
ー
ズ

）、
研
究

の
最
新

の
傾

向
に
遅

れ
な

い
よ

う
に

す
る

 

5.
4 
広

範
囲

に
わ

た
る
様

々
な

学
術

分
野

（例
え

ば
、
医

学
、
精
神
保
健

、
法

学
）

や
ろ

う
通

訳
者

が
仕

事
で

関
わ

る
分

野
の

知
識

を
持

ち
続

け
、
最
新

の
傾

向
に

遅
れ

な
い

よ
う

に
す

る
 

5.
5 

教
育

、
通

訳
に

関
す

る
学
問

を
常

に
履
修

す
る
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付録 B: ワークシート 
内容 
第 2 編 
組織の比較分析ワークシート 
事例 1ワークシート 
事例 2ワークシート 
事例 3ワークシート 
事例 4ワークシート 
事例 5ワークシート 
立場の優劣確認 （Privilege Walk）(2 部) 

第 3 編 
行動レベルワークシート 
コミュニティ観察ワークシート  
ろう者へのインタビューワークシート 

第 5 編 
レジスターワークシート 

第 6 編 
事前打ち合わせの分析ワークシート  
通訳利用者との打ち合わせの分析ワークシート 
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組織の比較ワークシート 
第 2 編 第 1 章 演習 2 

この演習のねらいは、ろう、盲ろう、通訳コミュニティを対象とする組織が有色人種に提供するサービスや支援に

ついて、比較、分析することである。 

方法:下記のリストから３つの団体を選ぶ。各団体の活動についてまとめて記入する。次に、それぞれのメンバー

たちにどのようなサービスや活動が定められているか、記入する。 

組織 Webサイト 任務 

Concil de Manos http://www.councildemanos.org/  

Mano a Mano http://www.manoamano-unidos.org  

National Alliance of 
Black Interpreters 

http://www.naobidc.org/  

National Asian Deaf Congress http://www.nadcusa.org/  

National Association of the Deaf http://www.nad.org  

National Black Deaf Advocates http://www.nbda.org  

Registry of Interpreters for the 
Deaf 

http://www.rid.org  

Sacred Circle http://www.deafnative.com/  

方法: 自分が選んだ３つの組織について以下の質問に答える。書記でも ASL でもよい。ASL の場合は、録画した

ものをリンクとして貼り付けること。 

1. その組織はなぜどのように設立されたか？ 
2. 各組織がメンバーに行なっているサービスはどのようなものか？ 
3. その組織のいずれかは行事の際にろう通訳の利用を受け入れているか？そうならば、どのように？ 
4. あなたは、これらの組織からの通訳任命にどうアプローチするか？ 
5. 一つの組織でろう者全てのニーズに対応できるか？それはなぜか？ 

組織の始まり サービスと支援 主要活動 
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事例 1 ワークシート 
第 2 編 第 2 章 演習 2 

事例 1：聴の両親を持つろうの成人 
年齢：14 
性別：男性 
人種：コーカサス系白人 
社会経済的状況：中流の上 
どのグループに属していると思うか：なし 
ろうコミュニティの経験：学校での交流のみ 
家族とのコミュニケーション：親は英語対応手話を使う 
使用言語：仲間とは手指英語 
教育歴：地元の一般学校に通級 
その他特記事項：1 日に 2 時間自習室で過ごす 
配慮事項と課題： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上記の理由： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
 
Adapted from DeafPlus: A Multicultural Perspective (Christensen, 2000) 
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事例 2 ワークシート 
第 2 編 第 2 章 演習 2 

事例 2：最近メキシコより移住 
年齢：成人 
性別：女性 
人種：メキシコ人 
社会経済的状況：下層より上 
どこのグループに属しているか：ホアレスにあるろうコミュニティの一員, 地元のろうコミュニティとは接点なし 
ろうコミュニティの経験：ヨーロッパ系アメリカ人のろうコミュニティ 
家族とのコミュニケーション：夫（ろう）と妹（聴）とメキシコ手話とスペイン語 
使用言語：最低限のスペイン語（読み）;メキシコ手話 
教育歴：ホアレス市の口話学校に 2 年間 
その他特記事項：米墨国境近くの貧困ヒスパニック居住地に住む 
配慮すべき事項と課題： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上記の理由: 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
 
Adapted from DeafPlus: A Multicultural Perspective (Christensen, 2000) 
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事例 3 ワークシート 
第 2 編 第 2 章 演習 2 

事例 3：南部の田舎出身のアフリカ系アメリカ人 
年齢：成人 
性別：男性 
人種：アフリカ系アメリカ人/黒人 
社会経済的状況：中流の上 
どのグループに属しているか：主に家族 
ろうコミュニティの経験：他の黒人ろうと知り合い始めたばかり 
家族のコミュニケーション：両親、兄弟と手話（ASL らしきもの） 
使用言語：標準 ASL と 黒人 ASL 
教育歴：家から 2 時間のところにあるろう学校に通学 
その他特記事項：NBDA（全米黒人ろう協会）に入会したところ 
配慮すべき事項と課題： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上記の理由： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
 
Adapted from DeafPlus: A Multicultural Perspective (Chris 
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事例 4 ワークシート 
第 2 編 第 2 章 演習 2 

事例 4：ネイティブ・アメリカン 
年齢：成人 
性別：女性 
人種：ネイティブアメリカン/インディアン 
社会経済的状況：下層 
どのグループに属しているか：インディアン部族 
ろうコミュニティの経験：限定; 特別保留地に居住 
家族とのコミュニケーション：ナバホ語とホームサイン（ろうの兄弟と） 
使用言語：ジェスチャー、ホームサイン 
教育歴：居住地プログラム、インディアン学校 
その他特記事項：特別保留地での文化行事や式典に積極的に参加 
配慮すべき事項と課題: 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上記の理由： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
 
Adapted from DeafPlus: A Multicultural Perspective (Christensen, 2000) 
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事例 5 ワークシート 
第 2 編 第 2 章 演習 2 

事例 2：アジア系アメリカ人二世 
年齢：成人 
性別：男性 
人種：アジア系アメリカ人 
社会経済的状況：中流 
どのグループに属していると思うか：なし 
ろうコミュニティの経験：地元の学校 
家族とのコミュニケーション：書記英語,母と兄は北京語,聴の妹は手話(ASL 学習中) 
使用言語：第一言語は北京語(４歳の時失聴), ASL をその後に習得, 優先言語は英語 
教育歴：5歳の時ろう学校へ 
その他特記事項：高い学力,かなり勤勉, 社交的でなく娯楽がない 
配慮すべき事項や課題： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上記の理由： 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
 
 
Adapted from DeafPlus: A Multicultural Perspective (Christensen, 2000) 
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立場の優劣確認ワークシート 
第 2 編 第 3 章 演習 5（２ページのうち１ページ目） 

方法：この活動の目的は、人種、ジェンダー、性的指向、宗教、能力どにより得られた権利を探ることである。安全

な環境と基本的な行動原理を作ることが大切である。グループに馴染んでいないのであれば、紹介することや雰

囲気をほぐすことに時間をかける。活動と話し合いが終わった後では、活動で何をしたかは一般的に語ってもよい

が、活動の特定の内容や詳細、参加者の反応については語ってはいけないことをあらかじめ説明しておく。全員

が輪になって（あるいは列になって）立ち両脇に人がいるようにして手をつなぐよう説明する。グループに向けて一

連のことばを伝える。各自それぞれのことばに対し前進、後退、その場にとどまる形で応対する。皆が前へまたは

後ろへ動くと、できるだけ離れないよう手をつないだままで、必要なら腕を伸ばす。しかし、結果的には手をつない

だままにするのはできなくなり、そこでつながりは切れてバラバラになる。これに参加している人たちに、この作業

は自分への挑戦であると説明する。それでも、皆が安全だと思うことが重要である。そのため、参加者はもし何か

のことばに対して前にまたは後ろに進むのが不愉快であれば、そのまま動かないはずである。この作業中話す人

は講師のみである。講師は参加者に輪にまたは一列になって（教室の広さによる）手をつなぐように言う。そこで

講師はそれぞれの言葉を ASL で伝え、数秒待ってから、各自は前進、後退、あるいはその場にとどまる。 

指示文： 
1. あなたが店に入るとその店員があなたの人種のせいでかを万引きしようとするのではないかと疑うことがあ

るという人は、後ろに一歩下がる。 
2. 私立の学校に通っていた人は一歩前に進む。 
3. 小学校や中学校で特定の民族である先祖の歴史や文化を学んだことのある人は、一歩前に進む。 
4. 参加者自身あるいはそして両親も、田舎出身という人は、一歩下がる。 
5. 子どもの頃、両親に美術館や博物館に連れて行ってもらったことがある人は、一歩前に進む。 
6. 成長期に、自分の独特なアイデンティティ（宗教、ジェンダー、性的指向、階級、人種）のロールモデルに否定

的だった人は、一歩後ろに下がる。 
7. 自分の宗教の主要な祝日に学校が休みだったという人は、一歩前に進む。 
8. 一番近い家族の者が医師、法律家、あるいは「専門家」である人は、一歩前に進む。 
9. もしあなたか、あなたの先祖が、これまで人種、肌の色、または民族ゆえに醜い、あるいは劣っていると教わ

ったことがあるとしたら、一歩後ろに下がる。 
10. テレビをつける、または新聞を開いて自分の人種や性的指向を広く示している人たちを目にすることができる

なら、一歩前に進む。 
11. 友人または家族の一員ということで、時給のいい仕事を得られた人は皆一歩前に進む。 
12. 人種、民族集団、宗教、性的指向を理由に、誰かに自分たちのことが嫌いだと言われたことがない人は皆一

歩前に進む。 
13. 夜一人で帰宅するのが怖いと思ったことがあれば、一歩後ろに下がる。 
14. 子どもの頃家族がいつも食べ物を買う余裕がなかったことがあるという人は、一歩後ろに下がる。 
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立場の優劣確認ワークシート 
第 2 編 第 3 章 演習 5（２ページのうち２ページ目） 

15. 家族に車を買ってもらった人は一歩前に進む。 
16. パートナーと手をつないで街を歩くのは怖くないという人は、一歩前に進む。 
17. 子ども向けや成人向けの本が両方ともある本棚のある家に育った人は皆一歩前に進む。 
18. 自分の髪用の製品や、カットしてくれる人がなかなか見つからないという人は、一歩後ろに下がる。 
19. テレビ番組や映画で同じ人種や民族の人がヒーローやヒロインになっているのをいつも見ている人は一歩前

に進む。 
20. 両親が大卒である人は一歩前に進む。 
21. 両親に、あなたは美しい、賢い、夢を実現させる力があると言われた人は二歩前に進む。 
22. 子どもの時、親が「人はあなたをこう呼ぶのよ、あなたをこのように扱うのよ、あなたはこのように対応すべき

なのよ」と、我が子がこれから経験することを承知の上で、それは家族にとってもコミュニティにとっても重大

なことであるため、わざわざ時間をとって説明せざるを得なかったということがあったという人は一歩後ろに下

がる。 
23. 18歳になる前にメキシコ以外の米国外で休暇を過ごした人は一歩前に進む。 
24. 新聞を毎日読む家に育った人は、一歩前に進む。 
25. 同僚や同級生の一人が、あなたのところではクリスマスを祝わないことを忘れたか、知らなかったために、休

暇で帰省するときメリークリスマスの挨拶をしたことがあったら、一歩後ろに下がる。 
26. 不安なく使える公共トイレをすぐに見つけて使える人は、一歩前に進む。 
27. 白人男性が１ドル稼ぐ時白人女性は 72 セントしか稼げない。アフリカ系アメリカ人の女性は 65 セントだけ、

ヒスパニックの女性は 57 セントだけである。白人男性は皆前に二歩進む。 

評価: 
グループで輪になって（座って、または立って）この活動を進める。以下も含めグループに質問する。: 
この活動に参加してどう思ったか？ 
1. 何を見たか？ 
2. 何に気づいたか？ 
3. 前に進むとどう思ったか？ 
4. 後ろに下がるとどう思ったか？ 
5. 他人が前に進んだため自分が後ろにいることをどう感じたか？ 
6. 自分が前に進み、他人が後ろにいるとどう感じたか？ 
7. 前にいるとどう感じたか？ 
8. 後ろにいるとどう感じたか？ 
9. 他人の手を離さなくてはならなくなったときどう思ったか？ 
10. この活動のポイントは何だったか？ 
11. ここで学んだことをどう活かせるか？ 
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行動レベルワークシート 
第 3 編 第 1 章 演習 2 

方法：下記について当てはまる行動レベルを記入する 
P – 個人的 
C – 文化的 
U – 一般的 

________1. あだ名がある 

________2. ケーキにろうそくを立てて誕生日を祝う 

________3. 赤いバラが好き 

________4. メールしながら歩く 

________5. スパイシーな食べ物は好きでない 

________6. 交替で物事をする 

________7. フォーク、スプーン、ナイフで食べる 

________8. 抜けた歯を枕の下に置く「歯の妖精」 

________9. 食事の最後にサラダを食べる 

________10. 結婚式に白い服を着た客がいると動揺する 

________11. フードのある服を着る 

________12. 復活祭を祝う 

________13. 窓の開いている寝室で寝る 

________14. ビデオ通話でおしゃべりする 

________15. 相手に会えなくて寂しいという気持ちを示すために黄色い花をあげる 

________16. 大晦日に麺を食べる 

________17. 本を読む代わりにサッカーをする 

 
(Adapted from Mindess, 2004) 
 
 
 
 
 
解答 - このコピーを配布する場合はこの箇所は隠すこと 

1-C, 2-C, 3-P, 4-P, 5-P, 6-C, 7-C, 8-C, 9-C, 10-C, 11-P, 12-C, 13-P, 14-C, 15-C, 16-C, 17-P 
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コミュニティ観察ワークシート 
第 3 編 第 2 章 演習 2 （2 ページのうち 1 ページ目） 

方法：この活動の目的は、通訳利用者の言語やコミュニケーションのバリエーション、文化的アイデンティティ、そ

の他関連の要素を観察し理解することであり、それらは通訳やコミュニケーション介入に関する決定に影響しう

る。オプション：コミュニティのイベントに参加する。例えば、ろう、盲ろうクラブや社交イベント、ろう、盲ろう団体の

集会または会議。オプション２：講師が選んだ、コミュニティイベント特集の参考になるビデオを見る。この二つの

オプションのうち一つをもとにして、イベント観察について以下の質問に答える。次に、インタビュー対象として 3
名を選ぶ（方法は次のページ）。 

 
1. このイベントはどういうものか？ 
2. 参加者とともに楽しんだか？ 
3. 一番多く使われた言語やコミュニケーションモードは何か？ 
4. 一番目立ったバイカルチュラルアイデンティティは何か？ 

上記の質問からイベントや参加者について説明せよ。: 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 
この活動の次は次のページへ 
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ろう者へのインタビューワークシート 
第 3 編 第 2 章 演習 2 （2 ページのうち 2 ページ目） 

方法：コミュニティイベントに個人的に参加した人のみがこのワークシートに記入すること。3 人のろうまたは盲ろう

者と別々に数分カジュアルな会話をしてから、自由に見たことを書き留める。多様性を忘れなければ、通訳利用

者の言語やコミュニケーション、文化的アイデンティティ、生い立ち、その他の要素を確認できる。この活動は、そ

れらが通訳やコミュニケーション介入の決定に影響するということを理解するのにも役立つ。 

インタビューされる人 1 
性 別 （ 男性 ・ 女性 ） 年 齢：＿＿＿ （ 幼児 ・ 10代 ・ 青年 ・ 成人 ・ 年配 ） 

文化的 
アイデンティティ： 

（ バランスの取れたバイカルチュラル ・ ろう中心のバイカルチュラル ・ 聴中心のバイ

カルチュラル文化的に分離 ・ 文化的に孤立・文化的に周縁にいる ・ 文化に支配され

ている 

言 語： （ ASL モノリンガル ・ ASL-中心のバイリンガル ・  英語中心のバイリンガル ・ 英

語モノリンガル ・ バランスの取れたバイリンガル ・ セミリンガルまたは無言語者 ・ 

その他 [ 記述 ]  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

インタビューされる人２ 
性 別 （ 男性 ・ 女性 ） 年 齢：＿＿＿ （ 幼児 ・ 10代 ・ 青年 ・ 成人 ・ 年配 ） 

文化的 
アイデンティティ： 

（ バランスの取れたバイカルチュラル ・ ろう中心のバイカルチュラル ・ 聴中心のバイ

カルチュラル文化的に分離 ・ 文化的に孤立・文化的に周縁にいる ・ 文化に支配され

ている 

言 語： （ ASL モノリンガル ・ ASL-中心のバイリンガル ・  英語中心のバイリンガル ・ 英

語モノリンガル ・ バランスの取れたバイリンガル ・ セミリンガルまたは無言語者 ・ 

その他 [ 記述 ]  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

インタビューされる人３ 
性 別 （ 男性 ・ 女性 ） 年 齢：＿＿＿ （ 幼児 ・ 10代 ・ 青年 ・ 成人 ・ 年配 ） 

文化的 
アイデンティティ： 

（ バランスの取れたバイカルチュラル ・ ろう中心のバイカルチュラル ・ 聴中心のバイ

カルチュラル文化的に分離 ・ 文化的に孤立・文化的に周縁にいる ・ 文化に支配され

ている 

言 語： （ ASL モノリンガル ・ ASL-中心のバイリンガル ・  英語中心のバイリンガル ・ 英

語モノリンガル ・ バランスの取れたバイリンガル ・ セミリンガルまたは無言語者 ・ 

その他 [ 記述 ]  ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

上のインタビューに基づいて、ろう通訳者の実践において、利用者を観察し、評価するとこの利点を説明せよ。  

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
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レジスターワークシート 
第 5 編 第 4 章 演習 4 

方法：下記のシナリオそれぞれに当てはまるレジスターを書き入れよ。 
FR – フローズン Frozen 
FO – フォーマル Formal 
CO – コンサルタント的 
INF – 非公式 
INT – 内輪 

________1. 高校の教室 

________2. ろうの結婚カウンセラーとの面談 

________3. 野球試合での米国国歌 

________4. 卒業式でのろうの基調講演者 

________5. 地元の理事会会議での夕食休憩 

________6. ろうクラブで言い合っている盲ろうのカップル 

________7. 就職面接 

________8. 学校の朝礼での忠誠の誓い 

________9. ワークショップ中のパネルディスカッション 

________10. 進行中の法廷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
解答 - このコピーを配布する場合はこの箇所は隠すこと 

1-CO, 2-CO, 3-FR, 4-FO, 5-INF, 6-INT, 7-FO, 8-FR, 9-CO, 10-FO 
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事前打ち合わせ分析ワークシート 
第 6 編 第 3 章 演習 1 

方法：Pre-Conference Discussion, in Deaf Interpreting: Team Strategies (Cogen, Forestal, Hills & Hollrah, 
2006)を見て, チーム内のやりとりを分析する。このワークシートを使って、スキル、テクニック、方略が話し合われ

たか否か（機会を逃したか）を確認して、 チームで合意したことを書く。 

事前打ち合わせの内容 解決済または 

議論済 

議論されず 合意内容 

ろうの通訳利用者の言語について    

聴の通訳利用者の言語について    

媒介とチーム作業のコーディネート    

コミュニケーションモーダリティとモード    

同時通訳と逐次通訳の連続体    

チームの言語    

場面、目的、表出、パワーダイナミク

ス、聴衆の分析 

   

意味と通訳の共同構築へのアプローチ    

ディスコースの枠組み    

言語、文化的適応    

蓄積しそれを表出する    

リレーショナルコンテクスト    

合図    

追加または省略させる    

相互に観察しサポートする (スキー

マ、ディスコースの構成、通訳) 

   

介入    

任務中のチーム打ち合わせ    

ノートテイキング    
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通訳利用者との打ち合わせ分析ワーク

シート 
第 6 編 第 3 章 演習 1 

方法：Pre-Conference Discussion, in Deaf Interpreting: Team Strategies (Cogen, Forestal, Hills & Hollrah, 
2006)を見て, チームのやりとりを分析する。このワークシートを使って、スキル、テクニック、方略が話し合われた

か否か（機会を逃内したか）を確認して、 チームで合意したことを書く。 

依頼者との打ち合わせ 

（本番の打ち合わせ） 

解決済または 

議論済 
議論されず 合意内容 

場面、目的、表出、パワーダイ

ナミクス、聴衆の分析 

   

依頼者の確認 
   

フォローアップと確認のための

アプローチ 

   

同時、逐次通訳 

同時と逐次の連続 

   

仲介とチーム作業のコーディネー

ト 

   

コミュニケーションモーダリティ

とモード 

   

チームの言語 
   

意味と通訳の共同構築 
   

ノートテイキング 
   

合図の種類と使用 
   

通訳のテクニック 
   

通訳に関する決定 
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付録 C: 分類表 
内容 
アメリカ手話の分類表  
ホームサインの分類表 
視覚的ジェスチャーコミュニケーションの分類表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

付録 C 
分類表 
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ュ
ニ

テ
ィ

に
受

け
入

れ
ら

れ
る
形

で
、
正

し
く

手
話

を
表

す
こ

と
が

で
き

る
能

力
 

N
M

M
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に
受

け
入

れ
ら

れ
る
形

で
正

し
く
表
現

で
き

る
能

力
 

AS
L

の
語
順

と
構
造

に
即

し
た

AS
L

の
文

法
上

の
特
徴

を
、

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に

受
け
入

れ
ら

れ
る
形

で
、
正

し
く

組

み
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

力
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ア
メ

リ
カ

手
話

の
分

類
表

, 続
き

 
第

1
編

 •  
第

2
章

 •  
演

習
4 

初
心

者
(未
経
験

) 

 空
間

の
利

用
 

空
間

を
ま

だ
使
え

な
い

 

デ
ィ
ス

コ
ー
ス

 / 
 韻
律

の
度

合
い

 

リ
ズ

ム
も
滑

ら
か

さ
も

な
い

 

理
解
度

  /
 受
容

力
 

話
の
流

れ
に
矛
盾

し
な

い
見
解

を
示

し
て
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
内
容

を
理
解

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
 

中
級

 
(新

米
型

) 

AS
L

の
意
味

を
伝
え

る
の

に
空
間

を

正
し

く
使

う
と

い
う
言

語
的
文
化
的

な
行

動
が

な
ん

と
か

で
き

る
 

な
ん

と
か
正

し
い

リ
ズ

ム
で
滑

ら
か

に

表
現

で
き

る
 

話
の
流

れ
に
矛
盾

し
な

い
見
解

を
示

し
て
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
内
容

を
理
解

す
る

こ
と

が
よ

う
や

く
で

き
る

 

上
級

 
(安

定
型

)  

AS
L

の
意
味

を
伝
え

る
の

に
空
間

を

正
し

く
使

う
と

い
う
言

語
的
文
化
的

な
行

動
を
常

に
取

る
 

常
に

リ
ズ

ム
が
正
確

で
滑

ら
か

に
表

現
で

き
る

 

話
の
流

れ
に
矛
盾

し
な

い
見
解

を
示

し
て
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
内
容

を
理
解

す
る

こ
と

が
常

に
で

き
る

 

A
SL

 言
語
表
現

と
能

力
 

空
間

利
用

の
文

法
を

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

に

受
け
入

れ
ら

れ
る
形

で
使

い
こ

な
せ

る
力

 

リ
ズ

ム
が
正
確

で
滑

ら
か

に
表
現

で

き
る

力
 

話
の
流

れ
に
矛
盾

し
な

い
見
解

を
示

す
こ

と
で
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
内
容

を
受

け

取
り

理
解

す
る

力
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ホ
ー

ム
サ

イ
ン

分
類

表
 

第
1

編
 •  

第
2

章
 •  

演
習

4 

流
暢

 
全
体

に
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が

明
確

に
見

ら
れ

、
自
己
調
整

も
で

き
て

い
る

 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

を
十

分
に

理

解
し

て
お

り
、

AS
L

へ
の

翻
訳

が
で

き
て

い
る

 
正
確

か
ど

う
か
依
頼

者
を
見

て
判
断

で
き

る
 

堪
能

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
の
パ

タ
ー

ン
が

全
体

に
見

ら
れ

る
 

些
細

な
ミ
ス

を
す

る
が
明
確

に
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を
AS

L
に

翻
訳

す
る

 
通

訳
利

用
者

の
ホ

ー
ム
サ

イ

ン
が
ほ

と
ん

ど
理
解

で
き

て
い

る
よ

う
で
あ

る
 

上
達
中

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が
見

ら
れ

る
 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

か
ら

AS
L

へ

の
翻

訳
が

不
正
確

な
た

め
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の
伝

達
に
影
響

す

る
 

利
用

者
の
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を

理
解

す
る

た
め

に
、
何
度

も

苦
労

す
る

 

初
心

者
 

ス
キ

ル
が

ま
だ

上
達
中

の
か

な
り
初

期
の
段
階

に
あ

る
 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

へ
の
誤
認

識
が

見
ら

れ
る
；
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を
AS

L
に
正
確

に
翻

訳
し

な

い
た

め
、
意
味

が
混
乱

し
て

し

ま
う

 
ほ

と
ん

ど
の
場

合
、

利
用

者
の

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

が
分

か
ら

な

い
 

 ホ
ー

ム
サ

イ
ン

か
ら

A
SL

へ
: 

翻
訳

 
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を
理
解

し

AS
L

に
正
確

に
翻

訳
で

き
る
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ホ
ー

ム
サ

イ
ン

分
類

表
, 続

き
 

第
1

編
 •  

第
2

章
 •  

演
習

4  

流
暢

 
全
体

に
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が

明
確

に
見

ら
れ

、
自
己
調
整

も
で

き
て

い
る

 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

を
十

分
に

理

解
し

て
お

り
、

AS
L

へ
の

翻
訳

が
で

き
て

い
る

 
 洗
練

さ
れ

て
い

て
、
自
信

が
あ

る
こ

と
が

う
か

が
え

る
 

堪
能

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
の
パ

タ
ー

ン
が

全
体

に
見

ら
れ

る
 

些
細

な
ミ
ス

を
す

る
が
明
確

に
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を
AS

L
に

翻
訳

す
る

 
 快
適

に
見
え

る
 

上
達
中

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が
見

ら
れ

る
 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

か
ら

AS
L

へ

の
翻

訳
が

不
正
確

な
た

め
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
の
伝

達
に
影
響

す

る
 

 緊
張

が
見

ら
れ

る
 

初
心

者
 

ス
キ

ル
が

ま
だ

上
達
中

の
か

な
り
初

期
の
段
階

に
あ

る
 

ホ
ー

ム
サ

イ
ン

へ
の
誤
認

識
が

見
ら

れ
る
；

 
AS

L
に
正
確

に
翻

訳
し

な
い

た
め

、
意
味

が
混
乱

し
て

し
ま

う
た

め
、
意
味

が
混
乱

し
て

し

ま
う

 
 不
快
感

が
見

ら
れ

る
 

 A
SL

 か
ら
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

へ
: 

視
覚
的
表
出

 
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

を
明
確

に
使

え
る
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視
覚

的
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
分

類
表

 
第

1
編

 •  
第

2
章

 •  
演

習
4 

流
暢

 
全
体

に
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が

明
確

に
見

ら
れ

、
自
己
調
整

も
で

き
て

い
る

 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
十

分
に

理
解

し
て

お
り

、
AS

L
へ

の
翻

訳
が

で
き

て
い

る
 

正
確

か
ど

う
か

利
用

者
を
見

て
判
断

で
き

る
 

堪
能

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
の
パ

タ
ー

ン
が

全
体

に
見

ら
れ

る
 

些
細

な
ミ
ス

を
す

る
が
明
確

に
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を

AS
L

に
翻

訳
す

る
 

利
用

者
の
ホ

ー
ム
サ

イ
ン

が

ほ
と

ん
ど

理
解

で
き

て
い

る

よ
う

で
あ

る
 

 

上
達
中

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が
見

ら
れ

る
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
か

ら
AS

L
へ

の

翻
訳

が
不
正
確

な
た

め
、
メ

ッ

セ
ー

ジ
の
伝

達
に
影
響

す
る

 
度

々
通

訳
利

用
者

の
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー

を
理
解

す
る

の
に
苦
戦

す
る

 

初
心

者
 

ス
キ

ル
が

ま
だ

上
達
中

の
か

な
り
初

期
の
段
階

に
あ

る
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
へ

の
誤
認

識
が

見
ら

れ
る
；

 
AS

L
に
正
確

に
翻

訳
し

な
い

た
め

、
意
味

が
混
乱

し
て

し
ま

う
 

通
訳

利
用

者
の
ホ

ー
ム
サ

イ

ン
を
ほ

と
ん

ど
理
解

し
て

い
な

い
 

 ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
か

ら
A

SL
へ

:
翻

訳
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
か

ら
AS

L
に

正
確

に
翻

訳
で

き
る
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視
覚

的
ジ

ェ
ス

チ
ャ

ー
コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
分

類
表

, 続
き

 
第

1
編

 •  
第

2
章

 •  
演

習
4  

流
暢

 
全
体

に
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が

明
確

に
見

ら
れ

、
自
己
調
整

も
で

き
て

い
る

 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
十

分
に

理
解

し
て

お
り

、
AS

L
へ

の
翻

訳
が

で
き

て
い

る
 

 洗
練

さ
れ

、
信

用
で

き
る

よ

う
に
見
え

る
 

空
間

、
ロ

ー
ル

シ
フ

ト
、
的
確

な
視
線

、
基
準

の
使

用
に

う

ま
く

合
わ
せ

ら
れ

る
 

自
己
調
整

が
で

き
る

 

堪
能

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
の
パ

タ
ー

ン
が

全
体

に
見

ら
れ

る
 

些
細

な
ミ
ス

を
す

る
が
明
確

に
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を

AS
L

に
翻

訳
す

る
 

 快
適

に
見
え

る
 

些
細

な
ミ
ス

は
あ

る
が

、
ロ

ー

ル
シ

フ
ト

、
的
確

な
視
線

、
空

間
の
基
準

に
即

し
て
空
間

を

効
果
的

に
使

う
 

上
達
中

 
ス

キ
ル

の
使

い
分

け
が
見

ら
れ

る
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
か

ら
AS

L
へ

の

翻
訳

が
不
正
確

な
た

め
、
メ

ッ

セ
ー

ジ
の
伝

達
に
影
響

す
る

 
 緊
張

が
見

ら
れ

る
 

 空
間

、
ロ

ー
ル

シ
フ

ト
、
視

線
、
空
間

の
基
準

の
使

い
方

が

一
致

し
て

い
な

い
 

初
心

者
 

ス
キ

ル
が

ま
だ

上
達
中

の
か

な
り
初

期
の
段
階

に
あ

る
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
へ

の
誤
認

識
が

見
ら

れ
る
；

 
AS

L
に
正
確

に
翻

訳
し

な
い

た
め

、
意
味

が
混
乱

し
て

し
ま

う
 

不
快
感

が
見

ら
れ

る
 

ロ
ー

ル
シ

フ
ト

、
正
確

な
視

線
、
空
間

の
基
準

を
含
む
空

間
の

特
性

の
使

い
方

に
苦
戦

す
る

 

 A
SL

か
ら

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
へ

: 
視
覚
的
表
現

 
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
明
確

に
使
え

る
 

ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
:空
間

の
使

用
 

視
線

、
ロ

ー
ル

シ
フ

ト
、
空
間

の
使

用
で

デ
ィ
ス

コ
ー
ス

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
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付録 D:用語集 
NCIEC ろう通訳カリキュラムのどの編や章で使われている用語か、以下のカッコ[Mx/Ux]また

は[Mx]などで示されている。 

適合（相手に合わせた）サイン(Adapted Sign)＝胴囲で表される手話を、例えば「ベルト」の手

話を胴囲でなく胸の辺りで表すというように変える。視野の範囲が限られている盲ろう者は、普

通胸の辺りで表されるようなかなり狭い範囲での手話を好む。（AADB, 2009）[M3/U2] 

アドボケイト（代弁者、Advocate)＝主義や政策について議論しまたは支援する人、もしくは、

主義やグループのために働きかける人。http://www.merriam-webster.com/dictionary/advoc
ate より引用。[M1/U5] 

無言語者(アリンガル、Alingual)=いかなる言語においても流暢でない者 [M3/U2] 

オーディズム(聴覚至上主義、Audism)＝ラテン語の聴くという意味の「アウディレ(audire)」と、

実践、行動、信条、態度を示す「-イズム（-ism、主義）」で、この言葉は次のように定義されてい

る。トム・ハンフリーズによれば「聞こえの能力や、あるいは聞こえる人として振舞う能力に基づ

いてその人が優れているとする考え方」（Communicating  Across Cultures and Language L

earning. オハイオ州シンシナティ、Union Institute University博士論文 1977 年）、また、ハー

ラン・レインによれば、「ろう者を扱う組織・団体は、ろう者について意見を述べ、ろう者を権力

者の目線で見、ろう者について語り、ろう者について教え、ろう者が通う学校、場合によっては

ろう者が住むところを統治することで、ろう者に関わっている。手短かに言えば、オーディズム

は、ろうコミュニティに対して支配し、再編し、権力を行使する聴者のやり方なのである」(The M

ask of Benevolence: Disabling the Deaf Community. New York: Knopf, 1992)。 [M3/U4] 

覚醒(Awareness)＝ろう者が両方の文化を公平に現実的に理解し、どちらも無理なく自然に関

われるという、文化覚醒の最終の段階（第 5）で、おそらく最も理想的な段階（Holcomb, 201
3）。従順、不調和、抵抗と没入、内省も参照のこと。 [M3/U4] 

バックトランスレーション（逆翻訳、Back Translation)＝すでに他国語に翻訳された文章を元の

言語に訳し戻す作業をいう。[M5/U2] 

バランスの取れたバイカルチュラル(Balanced Bicultural)＝ろうの文化と聴の文化のどちらか

が特に好みというのでなく、どちらも同様に無理なく自然に気楽に感じられるろう者をいう。（Ho
lcomb, 1997）[M3/U1] 

偏見（バイアス、Bias)＝一定の人々、考え方などを他よりも良いと信じ、その結果他の人々を

不公平に扱ってしまう傾向にあること。http://www.merriam-webster.com/dictionary/bias よ

り。[M2/U3] 
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バイリンガル(Bilingual)＝広義の定義では、能動的であれ、受動的であれ、2 つの言語にお

いてコミュニケーションがとれるスキルを有する人をさす。狭義の定義では、2言語を母語話

者あるいは母語話者と同様の熟達度を持って話す人のみをさす。同様に、3言語話者、多言

語話者は 3言語もしくはそれ以上の言語が関わる同様の状況をさす。http://dictionary.refere
nce.com/browse/bilingual より。 [M2] 

バイリンガル・バイカルチュラル媒介者(Bilingual-Bicultural Mediator)＝通訳される側の文化

的知識やインタラクションの基準の知識をもとに、言語の決定を行うバイリンガル・バイカルチ

ュラル通訳者をいう(Napier, J., 2004)。[M5] 

意味の共同構築(Co-construction of Meaning)＝意味が実際に客観的な存在を持たないと

き、通訳者が、会話に関わっている者（例えばチーム通訳者、通訳利用者）と確認し合うことで

意味をはっきりさせることをいう。意味の構築についての詳細は、Janzen(2005)と Shaffer & 
Wilcox (2005)を参照のこと。[M5/U3, M6/U4] 

専門職行動規範(Code of Professional Conduct)＝専門職の立場にある人がその基準を維

持するために、いかなる専門家にとっても必要な要素。それにより、専門の仕事をする人は責

任、責務、信頼を得ることになる。RID は NAD とともに通訳者の倫理的行動規範を作成し

た。両団体は通訳者の専門性と倫理行動に高い基準を設けている。http://www.rid.org/ethic
s/code/より引用。[M4]  

逐次通訳(Consecutive Interpretation)＝伝えたいことが完全な形で発言されるまで待ち、そ

れから通訳するというプロセス。これにより、元のメッセージの内容だけでなく、メッセージの構

造的な要素にある重要な情報−間や声のトーン、強調など単語には含まれないもの−を伝達

できる(Russel, 2005)。[M5] 

従順（Conformity）＝ろう者が聴者の価値観に完全に従順であるという、文化的覚醒の初め

の段階。そういう本人自身の理論により、手話の使用や、他のろう者とつながりを持つといっ

た、ろう者に関わる全ての価値観を否定することになる(Holcomb, 2013)。不調和、抵抗と没

入、内省、覚醒も参照のこと。[M3/U1] 

文化的隷属(Culturally Captive)＝他のろう者に出会ってろう文化について学ぶという機会が

ないろう者をいう(Holcomb, 1997)。[M3/U1] 

文化的孤立(Culturally Isolated)＝他のろう者に関わるもの全てを拒否するろう者をいう(Holc
omb, 1997)。[M3/U1] 

文化的周縁化(Culturally Marginal)＝ろうコミュニティ、聴コミュニティのどちらにも居場所がな

いろう者をいう(Holcomb, 1997)。[M3/U1] 

文化的分離(Cultural Separate)＝ろう者とできるだけ付き合うことを好み聴者と付き合うのは

最低限にとどめるというろう者をいう(Holcomb, 1997)。[M3/U1] 
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ろう優位のバイカルチュラル(Deaf-Dominant Bicultural)＝ろうコミュニティを優先にするが聴

者とも関わることができるろう者をいう(Holcomb, 1997)。[M3/U1] 

デフゲイン(Deaf Gain)＝「聞こえないこと」を感覚と認知における多様性の一つとしてとらえな

おし、それが人類にとってより良きものとして貢献できる可能性をもったものとする。http://dsdj.
gallaudet.edu/assets/section/section2/entry19/DSDJ_entry19.pdf より引用。[M3] 

デフプラス(Deaf Plus)＝ろうに加えて、医学的、身体的、情緒的、教育的、社会的にもかなり

困難を持つ者について使われる言葉である。[M2/U1, M3/U1, M3/U2] 

不調和（Dissonance）＝自分が他のろう者とは違うと思わせた人たちの意見に疑問を持ち始

めるようになる、文化的覚醒の段階のこと。その段階のろう者は他のろう者と付き合い手話を

学ぶことで人生はもっと満ち足りたものになるのではと思い始める(Holcomb, 2013)。従順、抵

抗と没入、内省、覚醒も参照のこと。[M3/U1] 

倫理(Ethics)＝１）善悪と道徳的義務と責務に関わる規律；２）a）一通りの道徳原理、道徳的価

値観の理論や構成、b）個人または集団を統制する行動原理、c）指針となる哲学、あるいは d）

道徳の重要性に対する自覚。http://www.merriam-webster.com/dictionary/ethic より引用。

[M4/U1] 

倫理の健全性(Ethical Fitness)＝道徳の問題の本質を認識し、均整の取れた判断力と善悪の

違いを鋭く見分ける力で対応できる能力(Kidder, 2009)。[M4/U1] 

ジェスチャー(Gesture)＝普通は、考え、感情、態度を表す、あるいは強調を示す体や手足の

動きをいう。つまり、表現の手段としての手足や体の動きである。形式的なまたは丁寧なやり

方で何かを言ったりしたりするもの、シンボルまたはしるしとして、あるいは、他人に対する態度

に効果を与えるもの。http://www.merriam-webster.com/dictionary/gesture より引用。[M3/U

2] 

聴力優位のバイカルチュラル(Hearing-Dominant Bicultural)＝ろうコミュニティとはあまり関わ

りがないが、機会があり、手話が流暢であれば、ろう者と気楽に接することができる人をいう。

(Holcomb, 1997)。[M3/U1] 

言語間通訳(Inter-lingual Interpreting)＝例えば、他国の手指言語から ASL、ASL から国際

手話、書記英語から ASL、というような、異なる言語間の通訳をいう(NCIEC, 2013)。[M5/U1] 

通訳者(Interpreter)＝ある程度の言語力があり文化に精通しており、もとの言語メッセージを

理解し、そのまま即座に使える形で、正確に、十分準備された、対象言語のメッセージにして

表す人をいう。(Gile, 2009)。 
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通訳(Interpretation)＝ある言語で出てきたメッセージを、全く同じ他の言語で全く同じメッセー

ジとして伝えるプロセス(Witter-Merithew & Johnson, 2005)。 

言語内通訳(イントラリンガル、Intra-lingual Interpreting)＝ASL から触 ASL、英語をベースと

した接触手話から ASL、またその逆、ASL のミラーリングとシャドウイング、といったような、同

一言語内で通訳するプロセス(NCIEC, 2013)。[M5/U1] 

内省(Introspection)＝ろうコミュニティに没入し聴者を否定するようになった後の、文化的覚

醒の第４段階。そういうろう者は、自分の両親が家でのコミュニケーションや使用言語につい

てなかなか決められずにいるが努力しようとしていることはわかっており、多くのろう者が手話

を学んだ聴者と楽しく過ごしているのを見て、全般的に聴者に対する態度が和らぐようになっ

ていく(Holcomb, 2013)。従順、抵抗と没入、覚醒も参照のこと。[M3/U1] 

言語レジスター(Linguistic Register)＝言語使用域。言語変種の一つで特定の状況や、コミュ

ニケーションの目的、話者間の関係を反映するもの。[M5/U4] 

ミラー翻訳（または通訳）(Mirror translation (or interpretation))＝ろう通訳者が手話話者（情

報を発出する側）の方を向いて、聴衆の中で発表する人の手話を文法上の特性も全て模写す

るというプロセス。それによって、ろう参加者も大勢の観客の前や、会議、総会などで席につい

たまま、前に出たり壇上に上がったりする必要なく、質問したり意見を言ったりすることができ

る(Boudreault, 2005)。[M5/U4] 

モノリンガル(Monolingual)＝1)ひとつの言語のみ話せて理解できる；2)ひとつの言語のみ使

えて表現できる。http://www.merriam-webster.com/dictionary/monoingual より引用。[M3] 

抑圧(Oppression)＝権力または力の不法な、もしくは厳格な行使。http://www.merriam-web
ster.com/dictionary/oppression より引用。[M2/U3] 

パーム・オン・プリント（手のひらに書く、Palm on Print)＝盲ろう者が世間でよく使うコミュニケ

ーション方法。盲ろう者が相手の掌の同じ場所に大きくブロック体で文字を書く(AADB, 200
9)。[M3/U2] 

触覚コミュニケーション(Pro-Tactile)＝盲ろう者とのコミュニケーションや盲ろう依頼者に通訳

する場面で、視覚情報を触ることで伝える方法。http://tactiletheworld.wordpress.com/2013/
02/18/pro-tactile-the-deafblind-way/参照。[M3/U2] 

レジスター(Register)＝言語レジスター参照。 

抵抗と没入(Resistance and Immersion)＝ろう者がろう者、ろうコミュニティ、ASL に関する知

識を深めるのに夢中になる、文化的覚醒の第 3段階(Holcomb, 2013)。従順、不調和、内省、

覚醒も参照のこと。[M3/U1] 
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セミリンガル(Semi-lingual) (訳註：2021 年段階ではダブル・リミテッドという表現が用いられる

ことが多い)＝語彙数が少なく、文法の間違いがあり、言語の生成が自動的に行われないろう

者を説明するために使われる用語の１つ。セミリンガルなろう者は時として「生きていくための

最低限のコミュニケーション」を用いる。その限界があるコミュニケーションにより彼らはどうして

も必要なものを手に入れることはできるが、それ以上のことは難しい。ろう者の言語的な立場

やコミュニケーション能力については人としての敬意を持って扱うべきで、侮辱的なラベルを当

てはめるべきではない(Boudreault, 2005)。ろう通訳者は現在そのような顧客のみと仕事をす

るわけではないか、かなり頻繁にそのような顧客と仕事をする。そのような人たちに対して用い

られてきた他のラベルには、最低限の言語スキル、高度に視覚的、モノリンガル、機能的に低

い、限界のある英語能力等がある。そのような用語はさまざまなコンテキストで用いられるが、

より適切な用語は a-lingual（無言語の）または semi-lingual セミリンガルである。 (NCIEC, 20

10) [M3/U2] 

サイト（テキスト）トランスレーション (Sight Translation)＝ひとつの言語で書かれたもの（テキ

スト）を他の言語の音声（または手話）に翻訳すること：http://www.najit.org/publications/Mod
es_of_Interpreting200609.pdf より。[M1/U5, M5/U2] 

同時通訳(Simultaneous interpretation)＝通訳者が、メッセージを元の言語で表出されたのと

ほぼ同時に他の言語に訳すプロセスをいう(Witter-Merithew & Johnson, 2005)。[M5/U4] 

ステレオタイプ(固定観念、Stereotype)＝ある特定の性質を持つ人やものはみな同じであると

不当に信じることをいう。—http://www.merriam-webster.com/dictionary/stereotype より。[M2

/U3] 

触 ASL(Tactile ASL)＝盲ろう者が手話話者の手の上に自分の手を乗せ、手話の形、動き、位

置を感じとる方法。一部の手話や顔の表情は形を変える必要がある。片手または両手の触手

話が可能である。(AADB, 2009)。[M3/U2] 

触指文字(Tactile Fingerspelling)＝盲ろう者は、指文字を表している手、または手話話者の掌

の上に自分の手を乗せ、あるいは手話話者の手を自分の手で覆うのを好む。中途失聴の盲

や視覚障害者、読話に依存し手話を知らないろうや難聴者は、手話を学ぶことが難しいことも

あるので触指文字を好む(AADB, 2009)。[M3/U2] 

Tadoma 方式(Tadoma Method)＝見えない、あるいは使い物になるほどの視力がない盲ろう

者が触ることで話し言葉を理解する方法。そのような盲ろう者は親指を相手の顎に、指をほお

に置くことで、相手の声の響きや口の動きを感じ取る。この手法は今ではあまり使われていな

い(AADB, 2009)。[M3/U2] 
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チーム通訳(Team Interpreting)＝2 人またはそれ以上の通訳者が、特定のコミュニケーション

のニーズに対応するために互いにサポートし合う。関係者のニーズや通訳者間の同意、その

両者により、チームメンバーそれぞれが責務を順番に担うことになり、フィードバックも行われる

[RID, 2007]。[M6/U1] 

トラッキング(Tracking)＝視野が限られているが少しは見えている（視野狭窄など）盲ろう者の

中には、相手の前腕か手首を摘んで手話の動きを目で追う人もいる(AADB, 2009)。[M3/U2] 

翻訳(Translation)＝もとの言語の内容をそのまま対象言語の文章になおすこと(The Oxford 
Companion to the English Language, Namit Bhatia, ed., 1992)。[M5/U2] 

トランスリテレーション(Translliteration)＝この言葉は、もともとは音声付き手話のために定義

されていた。例：「音声英語と、英語ベースの語順を使うことの方が多い手指コードの一形態の

間で翻訳される」(RID, 2007)、つまり、手話に合わせた英語である。また、この言葉は、もとの

手話から同じ対象手話、つまり盲ろう依頼者向けに触言語モードに翻訳するという意味では、

ろう通訳者の仕事にも当てはまる(NCIEC,2010)。[M1/U5] 

視覚的ジェスチャーコミュニケーション(Visual Gestural Communication)＝この表現は、手話

とジェスチャーの両方を含む表現として広く使われてきた。ここでは、ジェスチャー、通常の手

話、ボディランゲージ、顔の表情をメッセージ作りのために創造的に使用するという意味で使う

(NCIEC, 2010)。[M3/U2] 
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